
 

 
 

 
 

令和７年度　学校だより 那覇市立城南小学校 
令和７年６月25日 

第　 17号 
文責 ： 校長 田島正敏

〔 学 校 教 育 目 標〕 
 自律的に学び、認め合い、 
 ともに成長しようとする児童の育成 

　６月は平和について考える月間です。 
　23 日(月)は「慰霊の日」でした。 
　図書室前には、沖縄戦で米軍機から落 
とされた 500 キロ爆弾の大きさをイメー 
ジできるような掲示物があります。 
　ほかにも艦砲射撃で大量に打ち込まれ 
た５インチ砲の実物大のモデル(ビニル製） 
も置いてあります。「図書だより」に載せてありましたが、戦争を考える月間にあわせた関連図書コーナーも設置してあ
ります。２年廊下の掲示板に２年生一人一人がが平和学習で学んだことや感じたことを書いた掲示物がありましたので
いくつか紹介します。(上のハトの写真です）

２年生が平和について考え
た・学んだ・感じたこと

　24 日(火)に長野県の佐久穂小学校とオンデマンド授業を行いました。
社会の「あたたかい土地のくらし」と「寒い土地のくらし」の学習でお
互いに学校の紹介やクラスの紹介などをはじめ、長野県と沖縄県の特色
あることを紹介し合いました。長野県では小学校の校舎にはたくさんの
暖房器具があること。長野県の夏は朝夕は 14 度、日中は 37.5 度まで気温
が上がり 1 日の気温差が 23 度ほどもあり、夏の日中はクーラーをつけて
いること。また、この気候を利用して高原野菜の栽培が盛んなこと等を
知ることができました。また、質問の時間では「不便なことは？」との
問いに、「たくさん雪が降った時に除雪車が入れないところでは、人の力
で除雪を行わなければならないこと」と沖縄では想像がつかない回答が
ありました。「いいところは？」の問いでは、「冬は野外でスキーやスケ
ートができること」との回答に「いいなぁ」の声が響きました。こちら
からは沖縄の海開きが３月下旬から４月にかけて行われることやエイサ
ーや旗頭などの伝統文化があるり、学校でも取り組んでいることを伝え
ました。 
　佐久穂小学校では昨年、運動会にエイサーを踊り、音楽発表会で「島
んちゅぬ宝」を合奏したそうです。今回の交流からさらに親交を深めて
佐久穂小の５年生に沖縄好きの人が増えたらいいですね。

　19 日(木)に行われた不審者対応避難訓練の感想が４年生から届きましたので紹介します。 
・外の階段から来るか、ドアから来るかわからないから身の周りを見ることが大事だと思った。 
・今日は不審者が来るということが分かっていたから、逃げる準備をしていたけど、実際は来るということがわから

　ないので素早く行動するようにしたいです。 （ゆりさん） 
・外で不審者に出会ったら、「いかのおすし」をやるけど、家に不審者が来て、大人もいなかったら裏口から逃げて

　学校に避難して「家に不審者がいます」と伝える。(ゆうたさん) 
・不審者侵入の場合は、できるだけ音を立てないで、不審者に教室に誰もいないと思わせることも大切だということ

　が分かった。（このさん）

　24 日(火)に４年生が西原浄水場見学に行きました。浄水場の職員の方の説明
聞いたり施設の見学をしたりして帰ってきました。以下は児童の感想です。 
・あたりまえのようにじゃぐちをひねったら水が出てくるけど水をきれいにす
　るのに大体５時間かかると聞いて、水を大切にしようと思った。 
・水をきれいにするためには、とても大変な道のりだから大切に水を使う。 
・何回も薬品を使ったり、金魚で品質を確かめたりしていた。

 低学年の水泳学習が始まっていま
す。保護者の皆様の見守りに感謝で
す。７月中旬まで行いますので、子
どもたちの学習の様子を見に来てい
ただければ幸いです。引き続き見守
りをよろしくをお願いします。


